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１．はじめに

私と金銭教育の出会いは、平成 17年度、東京都金融広報委員会の依頼を受けて、世田谷区立代沢小学校の校長として、
金銭教育の研究実践に取り組んだことである。以来 10年あまり、校長を務めた３校で金銭教育研究校の委嘱を受け、金
銭教育の研究実践を積み重ねてきた。３校の研究を通して、金銭教育の研究実践は進化してきたことを実感している。
（１）４年生総合的な学習の時間「下北沢南口商店街にお店をだそう」（世田谷区立代沢小学校）
　金融・金銭教育の教材開発を中心にして地元商店街にお店を開く企画会議、市場調査、融資交渉、プレゼンテーション
等の授業実践を行った。起業教育に特化した教材を取り入れたことで、校内の教師たちへの金銭教育の理解と教育的な効
果が得られた。金銭を教材にした学習活動により、学習意欲や児童の課題を主体的に追究する力が向上し、児童の学ぶ力
は、教材によって大きく伸びることを実感した授業実践だった。ただ、研究実践者の高い指導力があっての授業実践だっ
たので、「素晴らしいがまねはできない」との消極的な教師たちの声も聞かれた。学校全体の教育課程に十分に反映され
ない課題が残った。
（２）「自ら考え、社会と関わって生きる子供の育成～社会科・生活科～」（世田谷区立松原小学校）
教材に特化した１学級の研究から学校全体の研究に広がるように、世田谷区立松原小学校では、金融・金銭教育の視点
を取り入れた社会科・生活科の授業改善に取り組んで、研究主題「自ら考え、社会と関わって生きる子供の育成」の具現
化を図ったことは、金融教育が目指す「自立するための力」、「社会と関わる力」の育成にもつながっていくことに、手応
えを感じる研究にもなった。教育課程の中に、金融・金銭教育の視点を取り入れた社会科・生活科・道徳の授業改善は、
児童や教師の意識改革を図るのに有効だった。また、家庭と連携した取り組みも実践し、金銭教育を進めるのに、保護者
の啓発の必要性を痛感した。
（３）「自ら考え、豊かに表現できる児童の育成～社会科・生活科を通して～」（八王子市立第二小学校）
上記研究主題を受けて、２年間の社会科・生活科の研究実績をもとに、平成 26、27年度、３回目の金銭教育研究校の
研究実践に取り組んだ。世田谷区立松原小学校で試行し実践した金融・金銭教育の視点を生かした教育改善の理念が、八
王子市立第二小学校に受け継がれるようにした。小学校で、児童に社会を見る目・考える力を培うことが、中学校・高等
学校の金融・金銭教育の充実につながっていくとの考えを構築できた研究になった。

２．実践の内容

（１）研究主題について
八王子市立第二小学校の研究では、授業を展開する上で、児童の思考傾向や学びのスタイルをつかむ、すなわち子供社
会の学び合いを大切にして、授業改善を進めた。その結果、児童の学習経験や知識の積み上げが少しずつ豊かになり、全
体の話合いによって問題解決していく授業が活性化してきた。児童の問題追究スタイルを尊重して、児童の考えをつない
でいく第二小学校の授業が構築された。同小の研究主題である「豊かに表現できる」とは、個々の思考が学習課題に向け
たものであり、既習事項を生かして、どの児童も自分の考えを表出する、一人一人の考えを組み合わせていくともっと多
様な、豊かな、独創的な考えが表出することと捉えている。こうした子供社会を大切にした授業の積み上げによって、「自
ら考え、豊かに表現できる児童」の成長した姿がたくさん見られるようになった。
そこで、研究のさらなる充実を図るために、平成 26年度より金融・金銭教育の視点を授業で取り入れた。金融・金銭
教育は、お金や金融の様々な働きを理解し、それを通じて自分の暮らしや社会について深く考え、自分の生き方や価値観
を磨きながら、より豊かな生活やよりよい社会づくりに向けて、主体的に行動できる態度を養う教育である。 金融・金
銭教育によって児童には次の二つの力が身に付く。一つは、自立するための力。生計を管理するための基礎的な能力や、
将来を見通しながら、より豊かな生き方を実現するため、主体的に考え、工夫し、努力する態度を育む。 もう一つは、
社会と関わる力。経済や金融のしくみを理解し、社会と自分との関係を自覚して、社会に貢献しようとする態度を育む。
この「自立するための力」「社会と関わる力」の育成を意識することは、授業で扱う教材の幅を広げ、社会科・生活科の
研究が改善したり、向上したりする。社会参画意識の向上にもつながる金融・金銭教育の視点は、第二小の研究をさらに
飛躍させた（資料１）。

（２）金融・金銭教育の視点を生かした授業改善
金融・金銭教育の視点を六つ設定して、①見通す力、②自己決定力、③社会と関わる力、④勤労意欲、⑤コスト意識・
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経済感覚、⑥ものを大切にする力を意識しながら授業実践に取り組んだ。
例えば、社会科では、消費者や生産者の立場など様々な視点から社会的事象について考えることができた。消費者だけ
ではなく生産者の立場からも考えたことで、コストの面からも考える様子が見られるようになり、新しい視点で社会的事
象を考えられるようになってきている。
確かな視点をもって取り組むことで、授業の方向性が明確になり、発問や展開の仕方などの授業力の向上につながった。
また、新たにこれら６つの視点を取り入れることで、児童一人一人に新しい思考の視点が生まれ、より多面的なものの見
方・考え方ができるようになり、思考力や表現力が向上してきた。

（３）金銭教育を通しての児童の変容
５年生社会科では、日本の産業「農業」「水産業」「工業」の学習を進める際に、年間を通して「金銭教育」の視点を取
り入れた。農業や工業に携わる人々の工夫や努力だけではなく、価格や費用の面も含めて産業が成り立っていることや、
生産者は工夫や努力をしてよりよい製品を生み出そうとしていることを理解させるようにしてきた。その上で、今後の日
本の農業、工業のあるべき姿を具体的に話し合わせた。指導計画では、常に「コスト意識」を柱として計画を立てるよう
にした。
例えば、農業の学習では、米づくり農家の１年間の様子や米づくりの行程について学習した。学習を進めていく上で、
様々な費用に関する映像や資料を用意し、コストについて考えさせてきた。その結果、児童は、米づくりに様々な費用が
かかっていることに着目した。そのことで、目先だけの解決策ではなく、「農業の会社を立ち上げて、若い人を集めれば
後継者を確保できる」「農家同士が協力し合って、高額な機械を共同で使えば、節約もできるし作業も効率化できる」など、
これからの日本の農業について建設的に話合いを深めることができるようになった。金銭教育を柱にして学習計画を進め
てきたことで、児童は金銭に関心をもつようになった。金銭教育の視点をもたせた授業により、「コスト意識・経済感覚」
をもって問題解決にあたる児童が増えてきた（資料２）。
２年生生活科では、社会科の素地を培うことや地域の人との関わりを念頭に置き、単元計画を組み立てた。３～４人の
小グループで学区域の商店にインタビュー活動を行い、分かったことを発表する活動を行った。発表の際には、床地図を
使いながら児童にその上を歩かせ、学校との位置関係をつかませるように工夫した。この活動が、３年生での方位の学習
に生きていくと考えられる。また、同じグループで同じ商店に２度出向き、インタビュー活動を繰り返し行ったことで、「お
店の人が優しく教えてくれた」「ずっと昔からお店を続けてくれている」など、地域の人と自分とのつながりに気付き、「社
会と関わる力」が伸びてきた（資料３）。

（４）金銭教育出前授業の活用
研究授業と並行して、東京都金融広報委員会から金融広報アドバイザーを招

しょうへい

聘し、金銭教育の出前授業を全学年で実施
した。出前授業は、各学年の発達段階に応じた内容になっており、分かりやすく、金銭に関わる学習ができた。子供たち
がもらっているお小遣いは、保護者が一生懸命働いて稼いだお金であること、収入には限りがあり、それぞれの使い道が
計画されていること、さらにそのお金は保護者が子供たちを信用して預け買い物を任せていることを分かりやすく学ぶこ
とができた。また、児童同士でのお金の貸し借りや「おごり」「おごられ」がいけない理由が分かり、お金の貸し借りは
絶対にしてはいけないことを改めて学ぶよい機会となった。授業は、今までは何気なく使っていたお金に対する児童の思
いが変化する貴重な１時間となった。また、出前授業を学校公開日に設定したことで、保護者の金銭に対する関心も喚起
することができた。金銭教育の推進には、家庭への啓発や保護者との連携が必須である。
【出前授業の感想】

３．おわりに

「思考なくして表現なし」の考えから、児童の思考を促す問いや教材選定を工夫し、金銭教育による新しい視点を取り
入れた多様なものの見方・考え方を促すなど、子供たちと正面からぶつかり、試行錯誤を繰り返したことで、研究の成果

金銭教育の出前授業を受けて、誰でもお金の管理は必要だなあと思った。今お小遣いをもらっていなくてお金の管理
が必要でなくても、大人になってから必要になるから覚えておいた方がいいし、今もらっているなら、大人になって
からお金の管理が上手になるからどちらにしても必要だと思う。（Ａ児）
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が実感できた。
（１）金融・金銭教育から見る授業力の向上
児童に新たな視点をどのように指導していくのか模索し、切

せっさ た く ま

磋琢磨しながら実践を積み重ねることで、発問の仕方や授
業構成の仕方など、児童に力を付けるための確かな指導力が向上してきた。
（２）金融・金銭教育から見る思考の深まり
社会科の授業の中でコスト意識や人との関わりなどを考えることは、社会に出た時のため、生きる力を身に付ける上で
必要なことである。しかし、これまでの研究では、そのことを中心に考えてきたものは少なかった。第二小学校では、金
融・金銭教育という新しい視点を授業の中心に取り入れて児童に思考させてきた。従来にはなかったものの見方・考え方
をさせることで、今までは気付かなかったような新たな思考が児童一人一人に生まれた。また、実社会とより密接な視点
での思考ということもあり、児童のものの見方・考え方がより深くなった。
（３）金融・金銭教育から見る意識の違い
金融・金銭教育でコスト意識を育てることは、重要である。しかし、児童の成長過程など金銭感覚に対しての個人差が
ある。同じ学習問題で同じ土台に立って考えたい時に、この違いは、思考の共有の妨げになる。この違いに配慮して共通
の土台に立たせ、考えさせないと思考は深まっていかない。教師として「児童一人一人にどこまで求めていくのか」「何
を考えさせていくのか」、今後とも研究を進めていく必要性を感じた。
金融・金銭教育の視点を生かして、児童の「社会を見る目や考える力」を育ててきた。中学校・高等学校で金融教材に
出会った時、この見方・考え方の学びが生きるものと確信している。金融・金銭教育の学習における問題解決能力は、小
学校で養うことが必須であると考える。
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資料１　研究構想図

 

研究主題 

自ら考え、豊かに表現できる児童の育成

―社会科・生活科を通して―  

研究構想図	 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域の特性を 
生かした教材 

学校教育目標 

○よく学び 考える子 

○思いやりがあり やりぬく子 

○明るく 元気な子 ＜児童の実態調査より＞ 

・少人数の話し合い活動

はよいが、みんなの前

で話すことは抵抗があ

る。 

 

・調べることについては

意欲的だが、そこから

自分なりの考えを導き

出すのが苦手である。 

 

・単語での表現に終わっ

てしまう児童が多い。 

＜成果と課題＞ 

・体験学習の 

重視 

 

・教師対児童の 

教師中心型授業 

 

・児童一人一人が 

主体的に考えら

れる教材の開発 

確かな学力の定着 豊かな心の育成 

社会科・生活科の授業改善 

見通す力 自己決定力 社会と関わる力 

＜こだま部会＞ 

自分の思いや考えを

相手に分かるように

伝えようとする子 

＜高学年部会＞ 

自分なりの驚きや

発見、考え方の変

化を適切に伝えよ

うとする子  

＜中学年部会＞ 

自分なりの疑問や

仮説をもつことが

でき、分かりやすく

伝えようとする子 

＜低学年部会＞ 

身近なものとの関わり

に関心をもって活動し、

気付いたことをすすん

で伝えようとする子   

金 融 ・ 金 銭 教 育 を 通 し た 
授 業 改 善 の 視 点 

安定した生活環境・地域との関わり  

学び合い高め合うことを大切にした  
一人一人の学びを大切にした  

言 語 能 力 の 向 上 

学級経営  

勤労意欲 物を大切にする心 コスト意識・経済感覚 

自ら考え、豊かに表現できる児童	 
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資料２　指導計画（10時間扱い）

５年生社会科「米づくりの盛んな地域」～コスト意識から未来の日本の稲作を考える

 

	 ねらい	 主な学習活動	 ○評価	 ◆支援	 ◎金銭教育の視点	 

つ
か
む	 

２	 

米袋の表示を調べるこ

とから米づくりの盛ん

な地域を捉える。（１）	 

■家から持ち寄った米袋を使って、生

産地、品種、値段などを調べ、気付

いたことを話し合う。（１）	 

・どうしてこんなに値段が違うの。	 

・高いほどおいしい米なんだろうか。	 

◆品種の違いの他に理由はあるのか。米

づくりが盛んな地域の共通性は何か考

えさせる。	 

○米づくりに関心をもっている。	 

	 【関心・意欲・態度―①】	 

学習問題、学習計画を

作る。（１）	 

■家の人は、どんなお米を買っている

のだろう。消費者の願いを考える。

米作りについて調べたいことを話

し合い、学習問題を作る。（１）	 

◎お米の値段の違いは、どうして生じる

のか。	 

◎おいしいお米、安全なお米、安いお米	 

を求めていることに目を向ける。	 

調
べ
る	 

６	 

おいしく、安全で、安

いお米をつくるため

の秘密を探る。（３）	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 
	 

	 

■庄内平野では、なぜ米づくりが盛ん

なのかを土地や気候などの自然条

件から考える。（１）	 

・低い土地では水が豊かだ。	 

○資料をもとに、広大な平地、豊かな水、

日照時間、気温や降水量などの気候条

件を調べ、米づくりに最適であること

に気付く。【関心・資料活用―①】	 

■庄内平野では、農家の人たちの安く

ておいしいお米をつくる工夫や努

力（品種改良）やアグリテック舟形

の特性を生かした米づくりを調べ、

農家の人々の思いを知る。（２） 
・雪氷室を使って、出荷の時期をずら

しているんじゃないか。 
 
 
 

○資料をもとに、米づくりは、田の大型

化、機械化、共同化、寒さや風に強い

品種改良などにより生産量向上のため

の工夫や努力がされていることを理解

している。 
	 	 	 	 	 	 	 【関心・資料活用―②】 
	 	 	 	 	 	 	 【知識・理解―①】 
◎生産量向上とコストダウンを目指して

いることが捉えられるようにする。 
安全なお米をつくる

ために必要なことを

調べる。（１）	 

■アイガモ農法や低農薬、無農薬農法

による安全な米づくりにより消費

者の求めに応じるために工夫して

いることを調べる。（１） 
・無農薬だと、手間がかかるんだ。 

○安全な米づくりは、手間がかかり、病

気や虫がつく危険性が高いことを理解

している。【知識・理解―②】 
◎値段は高くてもより安全を目指して 
	 いることが捉えられるようにする。 

米づくり農家の抱え

る問題とこれからの

米づくりを考える。

（２）	 	 	 	 

	 

■生産者から消費者までどのように

して米が届くのか、生産にかかる費

用のほか輸送などの費用について

知る。（１）	 

■農家の人々は問題を解決するため

にどのような取り組みをすべきか、

今後の米づくりを考える。（１）	 

◆資料をもとに様々な問題に気付かせる。	 

○日本の米づくりをこれからも続けてい

くための方策を、根拠をもとに話し合

うことができる。	 

	 【思考・判断・表現―①】	 

◎安全で継続的な米づくりができるか考

えられるようにする。	 

ま
と
め
る	 

２	 
	 

今までの学習を振り

返り、未来の米づくり

を考えまとめる。（２）	 

■消費者のニーズに応え、おいしく、安

全で、安いお米を生産するための農家

の工夫や努力をもとに、これからの農

家の未来を考えまとめる。（１）	 

■農家同士が協力したらどうか。（１）	 

○今後の米の生産について友だちの意見

を参考にし、自分の言葉でまとめるこ

とができる。	 

	 【思考・判断・表現―②】	 

	 【関心・意欲・態度―②】	 

	 	 （	 ）内は時間数 

米づくり農家の人々は、消費者の願いに応えるためにどのような工夫や努力をしているのだろうか。 

（　）

（　）

（　）
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資料３　指導計画（14時間扱い）

２年生生活科「わくわく学校たんけん」～学校探検を通して１年生に学校の楽しさを伝える学習

1 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 

	 

	 

	 

２年児童  

達
成
感  

達
成
感  

達
成
感  

達
成
感  

達
成
感  

ね
ら
い  

集めた情報を整理して、１年生が楽し

める紹介文や発表方法を班の友だち

と協力して考えることができる。  

１年生の頃の学校探検の様子を思い出

し、どんな学校探検にしたいか考えて

計画を立てることができる。  

学校の楽しさや先生たちの様子を

自分なりの表現で１年生に伝える

ことができる。  

  先生たちや１年生との関わりを深    

  め、自分が通う学校の人々に愛着  

  をもつことができる。  

学校探検をして先生たちにインタビュ

ーをすることで、いろいろな先生が関

わってくれていることに気付く。  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

２年児童

①学校探検で２年生に学校を案内して

もらった経験を思い出し、どんな学校

探検にしたいか話し合う。  

  

  

  

  

  

  

②１年生に教えたい場所や紹介したい

先生を思い浮かべ、班ごとに相談して

メモに書く。  

③④実際に自分たちで学校探検をしてみ

て、発見したことや気が付いたことをメモ

に書く。  

  

  

  

  

  

  

  

                                   

  

⑤⑥いろいろな先生と関わりながら、  

１年生に伝えたい情報を集める。  

⑫⑬１年生と学校探検をする。  

  

  

み

気が付いたことをメモ

⑦⑧学校の楽しさや先生たちの様子が

伝わるように紹介内容を考える。（言

葉・絵・動作・クイズ）  

  

  

  

  

⑨⑩１年生に合わせて説明の仕方やまわる

順番を話し合う。  

  

  

  

⑪本時  

本番を想定して、１年生役と２年生役に分

かれてリハーサルをする。  

⑭学校探検をして話せた先生との関わ

りや、見たり、聞いたりしたことにつ

いて絵や言葉で表現する。  

  
どこに何がある

のか全然わから

なかった！  

音楽室には行った方

が良いと思うよ！  

校長室に

もよく行

くよね！  

英語室か

らプール

が見えた

よ！  

保健室にもよく行く

んじゃないかな。  

先生の好

きな食べ

物は何で

すか？  

おすしとステ

ーキかな！  

１年生がうなずきな

がら説明を聞いてく

れてうれしいな。質

問にもたくさん答え

てあげよう！  

  

・話し合ったことを整理しながら、紹

介したい場所や調べてみたいことを

決めようとしている。 
【関心・意欲・態度―①】 

・メモしたことから、気付いたことを先生

や友だちに伝えている。【思考・表現 ①】 
・学校探検で気付いたことなどを思い出し

たり、先生の話を聞いて質問したりして

いる。【関心・意欲・態度―	 	 	 	 	 	 	 	 	 ②】 

・学校探検をして、新たに見付けたこと

気付いたことをまとめている。 
【気付き―	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①】 

・自分が見付けたこと気付いたことを友

だちに伝えている。【思考・表現―	 	 	 	 	 	 	 	 ②】 

・自分が見付けたこと気付いた

ことを１年生に伝えている。 
【思考・表現―	 	 	 	 	 	 	 	 ③】 

・自分たちの学校生活が多くの人々に

よって支えられていることに気付

いている。【気付き―	 	 	 	 	 	 	 ②】 
・学校探検をして、自分が調べたこと

見付けたことから新たに気付いた

ことをまとめている。 
【気付き―	 	 	 	 	 	 	 	 ③】 

２年児童  

２年児童  
Ａ先生  

１年児童  

２年児童  

２年児童  

１・２年児童  

２年児童  

２年児童  

２年児童  




